
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回千種警察署協議会（定例会）

令和５年11月30日（木）
午後３時30分から午後５時30分までの間

日 時 ・ 場 所

千種警察署 講堂

１ 委員

早川 雅夫 会長、曽根 希世 副会長、伊東 洋平 副会長
黒木 真知子 委員、北川 則子 委員、堀 仁美 委員
佐々木 昭雄 委員、西垣 智康 委員、渡邉 美穂 委員
ＬＥＬＥＩＴＯ委員

以上 10名（定数12名）

出 席 者 ２ 警察署員

河野署長、山田副署長、栗木警務課長、
伊藤会計課長、弓場生活安全課長、森地域課長
出口刑事課長、澤田交通課長、神谷警備課長

以上 ９名

３ 有識者等

なし

諮 問 事 項 等 「令和６年の千種警察署に望む警察活動」について

１ 多発傾向にある自転車盗に対する抑止対策の強化
２ 悪質な自転車利用者に対する指導取締りの継続

答申等の概要 ３ 高齢者に対する特殊詐欺対策の更なる強化
４ パトロール活動の一層の強化

〇 次回開催予定 令和６年２月頃
そ の 他
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 署長挨拶

２ 各種報告

(1) 管内の犯罪発生状況（署長説明）

(2) 管内の交通事故発生状況（署長説明）

３ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況（生活安全課長説明）

(1) 諮問事項

「特殊詐欺の効果的な被害防止活動」について

(2) 答申事項

ア 現在推進している被害防止活動の継続実施

イ 高齢者に向けた新たな犯行手口等について広報の徹底

ウ 地域や家族の防犯力向上に向けた広報活動の促進

エ 特殊詐欺の被害防止に有効な電話のサービス、機能等を広める情報発

信活動の促進

(3) 推進施策

ア 答申事項アについて

電子メールの配信や新聞記事の掲載をはじめ、来日外国人にも理解し

やすい言語（英語、インドネシア語等）によるパンフレットを制作し、

注意喚起するなど、継続的な広報啓発活動に取り組んだ。

イ 答申事項イについて

高齢者が出席する敬老会や講演会等の集会に警察官が積極的に出席し、

特殊詐欺の現状や被害実態を演歌に乗せて広報するなど、あらゆるチャ

ンネルを利用し被害防止を呼び掛けた。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

ウ 答申事項ウについて

高齢者のみならず、同居の家族、子や孫世代に「地域・家族みんなで

特殊詐欺を防ごう」を合い言葉に特殊詐欺への理解を深めるとともに、

孫から祖父母宛てに特殊詐欺被害に遭わないためのワンポイントアドバ

イスが書かれたはがきを制作するなど、地域・家族ぐるみでの被害防止

対策に取り組んだ。

エ 答申事項エについて

高齢者宅に防犯対策電話録音機を無償で設置し、固定電話の防犯能力

を強化するとともに、電話機に貼付できる注意喚起ステッカーを敬老会

等で配布し固定電話への対応力の向上を図った。

４ 昨年の答申に対する具体的施策の推進状況

(1) 諮問事項

「令和５年の千種警察署に望む警察活動」について

(2) 答申事項

ア 多発傾向にある自転車盗に対する抑止対策の強化

イ 交通事故に直結するような悪質自転車利用者に対する交通指導・取締

りの強化

ウ イベント等を活用した広報活動の推進

エ 防犯パトロールの強化

(3) 推進施策

ア 生活安全課長説明

○ 千種区内の自転車盗難被害の実態分析
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

〇 集中的かつ複合的な被害防止対策の推進

〇 被害防止対策の結果・効果等

イ 地域課長説明

〇 自転車盗抑止、自転車交通事故抑止の双方に効果のある街頭活動の

強化

〇 地下鉄改札口における侵入盗抑止広報及び痴漢防止キャンペーンの

実施

〇 防犯パトロールの強化

ウ 交通課長説明

〇 悪質自転車利用者の検挙状況

〇 自転車利用者への交通安全指導

〇 イベント等を通じた交通安全意識の醸成

〇 自転車関連事故発生状況

５ 諮問

(1) 諮問事項

「令和６年の千種警察署に望む警察活動」について

(2) 諮問事項の設定理由（署長説明）

ア 昨年に比較し、自転車盗、特殊詐欺が多発している。

また、増加している犯罪の約半数が自転車盗であり、自転車盗の被害

を抑止することが、犯罪発生の総量を抑止することにつながる。

イ 愛知県内の交通死亡事故発生件数は前年同期比で増加しており、千種

警察署管内においても、自転車利用者による交通事故死傷者数が増加し
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

ている。

ウ 警察として区内の治安情勢の課題を見据えて、取り組んでいきたいと

考えているが、どのような方策を推進するべきか検討する必要がある。

６ 協議

委員 ・ 多くの取組をしてもらい、署員の皆さんに感謝している。最近は

赤色灯点灯したパトカーをよく見かけて安心する。引き続きの活動

をお願いしたい。（６人の委員から同様の発言がなされた。）

・ 警察官から直接話を聞けると安全意識の向上につながる。各種講

話等へ積極的に参加してもらいたい。（３人の委員から同様の発言

がなされた。）

・ 自転車利用者の交通マナーが悪い。悪質自転車利用者の取締りを

強化してもらいたい。（１人の委員から同様の発言がなされた。）

・ 中学生、高校生等を対象とした交通安全教室を開催する等、自転

車利用者に対し交通ルールの徹底をしてもらいたい。

委員 ・ 特殊詐欺のような不審な電話について、各電話会社と連携した対

策を検討してもらいたい。

委員 ・ 特殊詐欺と自転車盗の対策を徹底してもらいたい。

・ 一方通行規制の道路を自転車が逆走する。逆走した先の交差点で

は一時停止の規制がないため、自転車が飛び出してきて危険である。

自転車に対する規制等を検討してもらいたい。（１人の委員から

同様の発言がなされた。）

・ 特殊詐欺対策として、固定電話の留守番電話設定を周知してもら
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

いたい。（１人の委員から同様の発言がなされた。）

委員 ・ 自転車だけではなく、電動キックボードに対する交通指導・取締

りも徹底してもらいたい。

・ 不審者の声掛け事案等があるが、小・中学生の下校時間に合わせ

た警戒強化をお願いしたい。

委員 ・ 自転車盗が犯罪であるという意識が低い。被害者側だけでなく、

犯罪を起こさせないための指導啓発活動も必要ではないか。（３人

の委員から同様の発言がなされた）

・ あらゆる機会を捉え、交通事故の怖さを周知してもらいたい。

委員 ・ 以前交番に落とし物を受け取りに行った。その際、ワイヤレスイ

ヤホンのＧＰＳ機能について交番員が理解していなかった。

ＩＴ関連の教養をした方がよいのではと感じた。

委員 ・ 警察官が区民の身近な存在になってもらいたい。区役所や学校、

老人施設等と意見交換の機会を作る等、各種団体との横の関係を強

化してもらいたい。

・ 最近の車はエンジン音がしないものもあって、ヒヤリとすること

がよくある。エンジン音がしなくても、周囲にエンジンがかかって

いることを知らせられるような対策を検討してもらいたい。

委員 ・ 早朝の時間帯は荒い運転の自転車が目立つ。早朝の時間帯におけ

る取締りも行ってもらいたい。

７ 答申

(1) 多発傾向にある自転車盗に対する抑止対策の強化
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

(2) 悪質な自転車利用者に対する指導取締りの継続

(3) 高齢者に対する特殊詐欺対策の更なる強化

(4) パトロール活動の一層の強化

８ その他

次回の開催予定は、令和６年２月頃とする。


